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1.は じめに

知床半島の植物相については、舘脇(1954)、 池

田 ・斉藤(1962)、 斉藤(1985)、 鮫島 ・佐藤(1981)

などによってこれまで調査が行われてきた。特に

鮫島 ・佐藤(1981)は それまでの調査研究を集大成

したもので、総計103科366属744種55変 種20品 種

が報告されている。しかし知床百平方メー トル運

動の対象となっている幌別、岩尾別の両台地に限

定 した調査はというと、幌別台地での市川 ・吉中

(1987)の 調査を見るくらいで、まだ不十分と思わ

れる。著者 らは1986年以来、知床半島幌別台地、

岩尾別台地において植生についてのいくっかの調

査を行 ってきた。そこで今回幌別、岩尾別両台地

のみに焦点を合わせ、百平方メー トル運動での

様々な活動に利用することを目的として、そこに

生育する維管束植物の目録を作成す ることとした。

なおここでいう幌別、岩尾別台地とは、知床百平

方メー トル運動地だけではな く、運動地 と海食崖

とに挟まれる国有林 も含んでいる。海食崖は傾斜

が急で調査が不可能なので、除外 した。

通常の植物 目録では植物名が羅列 してあるだけ

だが、ここでは主要な植物群について、種名の同

定(生 物の名前を調べること)が 容易にできるよ

うに、各分類群ごとに同定のキーとなる形質を簡

単にまとめ、同定をす るためには植物のどの部分

を標本としてもって来ればよいのかを示 した。ま

た本文中に出て来る植物分類上の用語は、初あて

出て来る場合ゴシックで表 した。ただ し植物の名

前を調べるにはある程度直感に頼る部分があるこ

とも否定できない。 したがってシダ植物、裸子植

物、被子植物といった上位の分類 レベルについて

は特に示 していない。また出現種数の少ない科に

っいては言及 していない。目録中の種の配列は大

井 ・北川(1983)と 大井 ・中池(1978)に したが った。

帰化植物でこれら2っ の植物誌に記載 されていな

い種については、長田(1972、1976)を 参考にした。

この他に推薦できる植物誌、植物図鑑は文末に掲

げた。これらは、本論をまとめるに際 して参考に

した資料でもある。

なお、本論をまとめるに際して、現地調査の便

宜を図っていただいた自然 トピアしれとこ管理財

団大瀬 昇、山中正実両氏、ならびに岩尾別温泉

木下小屋法量 武氏に謝意を表します。また、専

修大学北海道短期大学造園林学科、堀 嘉行、城

田 寛、松田有司、奥山泰明、関口孝幸、八木美

憲、川西拓未、下平真純、丹羽慎治、綿谷隆=宣の

諸氏には現地調査と資料整理に協力 していただい

た。ここに記 して感謝する次第です。

2.各 植物群の同定に重要な形質

2.1シ ダ植物門

シダ植物は形態学的にみると、写真一1-1に

示 した部分が1枚 の葉と、それを支える柄(葉 柄

という)で ある。また葉の中央の軸を中軸と呼ぶ。

一枚の葉のように見える部分は写真に示 したよう

に通常羽片と呼ばれる。 この羽片がさらに切れ込

むこともあり、順に小羽片、裂片と呼ばれる。ま

たこのほかにシダを同定するためには、葉柄や中

軸にくっついていて、やや汚れた感 じのする鱗片

の色、形、光沢などの形質や、繁殖のための胞子

の入れ物の役割を果たしており、葉の裏側にっい

ている胞子のうの形や位置(写 真 一1-2)が 重

要である。

2.2種 子植物門

2.2.1裸 子植物亜門

本地域で生育する裸子植物はすべて針葉樹で種

数が少なく、 トドマツ、エゾマツ、アカエゾマツ、

カラマツ、およびイチイのみである。ハイマツは

知床連山の森林限界以上には生育 しているが、本

地域内には生育 していない。 トドマツ(モ ミ属、

A玩e8)と エゾマツ、アカエゾマツ(ト ウヒ属、
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写 真 一1シ ダ植物 の形 態.(1)a;葉 身 、b;葉 柄 、c;中 軸.

マ イ.(2胞 子 の うの形 態 と位 置(ホ ソ イ ノデ).

乃ceα)の 区別が慣れないうちは難 しいが、よく

見ると トドマツは葉の先が二つに分かれており、

トウヒ属の2種 は分かれていない。

なお、日本全土でみれば裸子植物=・針葉樹では

な く、裸子植物の中には、イチ ョウのような幅の

広い葉の植物 もあれば、シダ植物からの進化の過

程を如実に示 しているような種(た とえばソテ

ツ)も 含まれることは記憶 しておく必要がある。

左はホソイノデ、右はイワガネゼン

2.2.2被 子植物亜門

a:単 子葉植物

種子の芽生えの時、子葉が一枚 しか出ない単子

葉植物を簡単に見分けるには、葉脈が多 くは平行

脈で、互いに交差することが無いことを利用すれ

ばよい。本地域でよく見 られる単子葉植物の中で

は、イネ科 とカヤツリグサ科の区別がなかなか困

難なようである。イネ科とカヤツリグサ科の中で
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も本地域で しばしばみられるスゲ属(Cbrε κ)の

区別点は、イネ科では大部分の種で茎の断面が円

形で中空、葉の断面は中央に太い脈が一本ある形

態なのに対 して、スゲ属では茎の断面は三角形で

中がっまっており(中 実)、葉の断面は数回屈曲

することである。ただ しカヤツリグサ科の中で も、

他のいくっかの属はスゲ属とは異なった形態をし

ている。

イネ科

イネ科は、単子葉類の中の風媒花(花 粉が風で

運ばれる種類)で は最も進化 していると考えられ

ている。またその進化は地史的タイムスケールで

見ると、われわれ人間の生活と密接に関連 してか

なり最近起 こったもの も多いとされている。 した

がってその特徴はおもに、花という比較的限られ

た部分に集約されている。っまり、イネ科の同定

写 真 一2コ メガ ヤ の形 態.(1)左a;第 一 苞穎 、b;第 二 苞 穎 、c;花 穎.花 穎 の 中 に、 雄 し
べ や 雌 しべ 、 内花 穎 な どが あ るが この 図 で は見 え な い.右 小 穂 全 形.(2)花 の 全 形.
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は一見すると厄介なようだが、花のっいた標本さ

えあればそれほど難 しくはない。ところが、イネ

科の花は一般的な花のイメージとはかけ離れた特

殊な形態をしていて、用語 も耳なれないものが多

い。その形態を写真一2に 示 した。この図から明

らかなように、イネ科植物の花には花弁 らしきも

のはない。さらにイネ科植物の穂は 「花(小 花と

いう)が いくっか集合 した小穂が、さらにい くっ

か集合 した もの」ということがわかる。

ところで、写真に示 したように、イネ科植物の

小花を特徴付ける穎(え い)に はさまざまな呼び

方があり、統一一されていない。ここでは大井 ・北

川(1983)に したがったが、そのほかの呼び方と併

せて表一1に 示した。 これ らの苞穎、花穎、内花

穎の大きさ、形、色、でっばりなどがポイン トに

なる。またこのほかに、葉鞘と葉の接する部分の

葉舌の形、地下茎の有無などが重要である。なお

長田(1989)に は、イネ科植物についての解説が コ

ンパ ク トにまとあられている。

表一1小 穂の呼び方対照表(長 田、1989を 参考に改編する)

大 井 ・北 川(1983) 長 田(1989) 」ヒ木寸こまカ、(1964) 牧 野(1961) 文 部 省(1956)

第一苞穎

第二苞穎

花 穎+

内 花 穎

第一苞穎

第二苞穎

護 穎

内 穎

第一一苞穎

第二苞穎

護 穎

内 穎

第一苞穎

第二苞穎

護 穎

内 穎

穎

穎

穎

穎

一
二

花

第

第

花

内

+一 部 護 穎 との 表 現 もあ る
。

カヤツリグサ科

カヤツリグサ科の うちで、本地域でよく見られ

る属はなんといって もスゲ属である。このスゲ属

植物はイネ科に匹敵するほど、とっっきずらい。

しか しこれもイネ科と同様、標本さえそろってい

れば同定はさして困難ではない。写真一3、 図一

1を 参考にしなが らスゲ属で重要な形質をあげる

と、以下のように、

写真一3ス ゲ属の形態 ヒカゲスゲの雌の小穂の全形.
なっていることに注意

小穂の最下の苞(a)が 筒状(鞘)に
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・小穂の数

一一小穂の中に雄花と雌花が共にあるかどうか

・小穂の基部の苞が茎をっっむ(鞘)か どうか

・雌 しべの先端が二分するか三分するか

・果実の形、上部にでっばり(付 属物という)が

あるかどうか

・果実を包む果胞の色、形、毛の有無など

・雌、雄鱗片の形や色

・株立ちするかどうか

・茎の基部の枯れたような部分(鞘)の 色

などである。 したがって、イネ科と同様に花や果

実がないと同定は難 しい。とくに、雌 しべの先端

の分裂の仕方などは果実の時期でも観察できるも

のが多いので、果実が最も重要である。

図 一1ス ゲ 属 の 形 態 カ ミカ ワス ゲ.a;雌 鱗

片 、b;果 胞 、c;果 実(矢 印 は付 属 物 を

示 す)〔秋 山(1955)よ り描 く〕.

ユリ科

単子葉類の中心となる科で、これから風媒花で

はイネ科やカヤツリグサ科が、虫媒花ではラン科

やショウガ科の分化が起こったと考えられている。

このため、たとえばイネ科のように花の特徴で属

レベルの帰属がほぼ決定 して しまう科に対 して、

ユ リ科の中ではさまざまな特徴をもった属が混在

し、同定のキーは多岐に渡っている。その中では

花の構造、特に花被片(花 び らと薯を総称 したも

の)の 形や大 きさ、雄 しべの形、子房の位置と

いった部分が重要である。とくに花の構造部分が

3の 倍数からなる放射対称であること(3数 性、

写真一4)は ユ リ科全体をっうじた特徴である。

また地下茎が鱗茎や球茎になるかならないか、葉

が茎を抱 くか、葉柄はあるかないか、といったポ

イン トも同定の決め手になることもある。

写 真 一4オ オバ ナ ノエ ン レイ ソ ウ.

とに注 意.

花弁、薯片、葉がそれぞれ3枚 づっ、雄 しべが6本 あるこ
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ラン科

ラン科の植物は、花粉媒介に昆虫を利用する典

型的な虫媒花で、この面で高度に特殊化 し、単子

葉類では最 も進化 していると考え られている。 し

たがって花の形態がポイントになる。ラン科植物

の花被は図一2に 示 したようにそれぞれ3枚 の外

花被片(善 片)と 内花被片(花 弁)か らなる。こ

のうち内花被片はさらに左右1対 と中央のもので

形が異なり、中央は唇弁と呼ばれる。また唇弁に

は時に後方に突き出 した距が発達する。ラン科の

植物は観賞用に品種改良が著 しいが、属の間でも

雑種ができることが多 く、形態的な差が本質的な

種の違いといえるか問題 もはらんでいるという。

図 一2コ ケ イ ラ ンの 花.左 花 の正 面(a;外

花 被 片 、b;内 花被 片 、c;唇 弁).右

花 の 縦 断 面 〔北 村 ら(1964)よ り描 く〕.

b:双 子葉植物

離弁花類

ヤナギ科以下、クル ミ、カバノキ、ブナなどの

各科はいずれも花、特に雄花がいわゆる花の形態

からはかけはなれている。すなわち写真一5に 示

したような しっぽ状の花で、尾状花序と呼ばれる。

写真一5

ヤナギ科

ヤナギ科はヤナギ属(8bZ`κ)、 オオバヤナギ属

(70Z8μ8α)、ケ ショウヤナギ属(Cん08eη`α)、お

よびハコヤナギ属(POPωZα8)か らなっている。 こ

のうち種類数が多いのはヤナギ属であるが、この

属は葉の形で同定 しに くいことでよ く知られてい

る。同定のポイントは雄 しべ と雌 しべの形で、ヤ

ナギ科の植物はいずれ も雄 と雌の個体が別々に分

れているため(雌 雄異株)、 両方の花が必要であ

る。図一3に ヤナギ属の雄 しべ、雌 しべを示 した。

尾状花序(ケ ヤマハ ンノキの雄花).

図 一3エ ゾ ノバ ッコ ヤ ナ ギ(左)と オ ノエ ヤ ナ

ギ(右)の 雌 花 と雄 花(a;雌 花 、b;雄

花)〔北 村 ・村 田(1971a)よ り描 く〕.
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イラクサ科

イラクサ科の植物では、エゾイラクサに代表さ

れる刺毛があって触ると痛痒い仲間と、そうでな

い仲間に大別される。そのほか、花、特に雌花の

花被の様子、葉の形や出方などで属レベルに区分

される。属内の種 レベルでは、同様に花被の様子

や葉の形が重要で、また部分的に木質化するかど

うかも決め手 となることがある。

タデ科

北海道内に分布するタデ科の植物は、おもにギ

シギシ属(Rα,meκ)と タデ属(Po砂goπ ωm)

である。このうちギシギシ属では、花が咲いたあ

とで花被が大きくなり果実をとりまくようになる。

この花被片の形が重要で、写真一6-1に 一例を

示 した。またタデ属では、葉の形とともに茎の刺

の有無、葉鞘や托葉の形などがポイ ントである

(写真一6-2)。

写 真 一6(1)エ ゾ ノギ シギ シの花 被 片(2)イ ヌ タデ の葉 鞘.
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ナデシコ科

ナデシコ科はすべて草本で、第一に薯が くっっ

いているか、それぞれ離れているかで、大きく分

類される。例えばナデシコ属(Dlα η6勧8)の エ

ゾカワラナデシコでは薯が くっついているが、こ

れに対 してコハ コベ(ハ コベ属、統εZZα磁)で

は離れている(写 真一7)。 また この他に、托葉

の有無、花弁の切れ込み具合、種子の表面の形態

などが重要である。

写真一7コ ハコベの花.薯 片が基部で離れていることに注意.

キンポウゲ科

キンポウゲ科はモクレン科とともに最 も原始的

な被子植物 と考えられている。多 くは虫媒花で美

しい花をもっものが多い。キンポウゲ科では、

・薯片の形

・葉の生え方(対 生、互生、輪生など 図一4)

・果実の形(痩 果か袋果)

・花の下の総苞葉の有無

・花弁の有無、距の有無

などである。 したがってこの科でも、花と果実が

必要である。さらに属内での検索には根葉の形態、

茎が地面を這 うかどうかなども重要になる属があ

る。

図 一4葉 の 出 方.a;互 生 、b;対 生 、c;輪 生.

アブラナ科

アブラナ科では、ナズナに見 られ るような平

べったい、あるいは長細い、直立または開出す る

果実(写 真一8)が 特徴である。アブラナ科では

植物体に生える毛が分枝す るかどうか、果実(角

果 という)の 形や開くかどうか、種子の数や果実

内での配列、花の色などで属 レベルが決定される。

この うち、種数が多いタネツケバナ属(σ αrdα一

m加e)で は根茎が肥大す るかどうか、花の大き

さ、茎葉の数、根葉の有無やその小葉の数などで

種が同定できる。またヤマハタザオ属(Arα う`8)

では茎葉の葉柄の有無、抱茎するかしないか、果

実の長さや くびれの様子、種子の形で同定できる。
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写 真 一8ヤ マ タ ネ ツ ケバ ナの 果 実(a).

ユ キ ノ シタ科

本 地域 で 見 られ るユ キ ノ シ タ科 の 植 物 の うち イ

ワ ガ ラ ミ(S肋0顧rα9π 乙α)と ア ジサ イ(耳y(か απ

geα)、 ス グ リ(Rめe8)3属 は 木 本 で 、 他 の4属

は草 本 で あ る。 草 本 の4属 の う ち ネ コ ノ メ ソ ウ

(Cん πy808:ρZe疵㏄7γL)とズ ダ ヤ ク シユ(TぬreZZα)の

2属 は子 房 の 中 が一 っ の部 屋 しか な いの に対 して 、

チ ダ ケ サ シ(A8ε`zうe)、 ユ キ ノ シ タ(Sα 幼rrα9α)

2属 で は二 っ の 部 屋 に 分 か れ る と い っ た点 で 大 き

く区分 す る こ とが で き る。 これ らの うち、 イ ワガ

ラ ミとア ジサ イ属 に 含 ま れ る4種 は いず れ も花 序

に特徴がある。花序の周辺にある"花"は よく見

ると雄 しべや雌 しべをもたず、発達 した薯が花弁

のように見える中性花(装 飾花、写真一9)で あ

る。本当の花はこの中性花より内側にあり、中性

花は花粉を媒介する昆虫を引き付ける役割がある

と言われている。またこのうちイワガラミとツル

アジサイはどちらもツル性で区別 しず らいが、イ

ワガラミでは中性花の薯片が一枚であるのに対 し

て、ツルアジサイでは3～4枚 である。 したがっ

て写真 一9は ツルアジサイということが分かる。

写真 一9ツ ルアジサイの花序.周 辺に中性花(矢 印)が あり、その内側に細か く

見えるのが両性花.
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バラ科

バラ科はおよそ100属3000種 を含む大きな科で、

世界中に分布 している。一般に葉は互生で托葉が

あり、通常ひとつの花の中に雌 しべ も雄 しべもあ

り(両 性花ないし完全花、写真 一10-1)、 放射形

で薯や花弁は5枚 のことが多い。また雄 しべが多

数あることが多 く、花全体は小学校の理科の教科

書などで出て来る典型的な花の形を している。百

平方メー トル地区で見 られるバラ科は11属あるが、

ここではよ く見かけるキイチゴ属(Rαゐα8)とサ

クラ属(jPrα肥8)に ついて述べる。キイチゴ属は

雑種を作 り分類困難な属としてよ く知られている。

本地域でいままで確認された種はいずれも低木状

で、腺毛(写 真 一10-2)が あるかないか、刺が

偏平か細 くて針状かで同定できる。またサクラ属

では花序か小数の花からできているか、あるいは

たくさんの花がある房状(総 状花序)か どうかが

重要である。さらに葉の基部や葉柄にある蜜腺の

位置も参考になる。

写 真 一10(1)エ ゾ ヤ マ ザ ク ラの 花. (2)ウラ ジ ロエ ゾ イ チ ゴ.
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マメ科

マメ科は科 レベルでは熱帯に分布の中心がある。

われわれが日常の食生活で世話になっている大豆、

小豆、インゲンなどすべてマメ科で、草本のツル

植物のようなイメージがあるが、北米原産で日本

中に帰化 しているニセアカシアのような高木や、

ハギのような低木 も含む。葉が互生 して托葉があ

り、多くは複葉になること、花は左右対称で蝶形

になることが多い。

ニシキギ科

北海道産のニシキギ科の植物で同定が難しいの

は、ニシキギ属(Eαoη,ツmα8)である。ニ シキギ

属では葉はすべて対生だが、花が4数 性か5数 性

か、果実が球形か稜があるかなどで同定できる。

カエデ科

カエデ科の植物は、手の平状の葉が対生する樹

木ということができ、わが国にはカエデ属(Acεr)

しか分布 していない。北海道に分布するカエデ科

の植物はそれほど多 くないが、最初の内はどれ も

これも同じに見えて厄介である。花序が上を向く

か垂れ下がるかで大きく区分され、さらに葉の切

れ込みの数の違いで同定される。

スミレ科

スミレ科は、ユリ科やバラ科といった大きな科

か ら比べるとまとまりがよく、スミレ科であるこ

との見当はっきやすい。わが国のスミレ科植物は

ス ミレ属(VZo血)一 属で、すべて多年生の草木で

あ る。 種 の 同 定 の キ ー ポ イ ン トは、 地 上 茎 の 有 無 、

地 上 茎 か ら花 が 出 るか ど うか(写 真 一11-1)、 葉

の形 、 お よ び 托 葉 の形(写 真 一11-2)な ど で あ

る。

セ リ科

セ リ科の植物は葉が幾重にも切れ込むこと、花

序が房状(写 真 一12)に なることなどでセリ科で

あることは比較的容易にわかるものが多 く、 ミツ

バやウマノミツバは葉の形だけで容易にわかる。

しか し、シシウ ド属(AπgeZεcα)などでは種の同

定にはかなりてこずらされる。 というの もこれら

の種の同定には、果実の表面や断面の形態が重要

で、隆二状(表 面ので っばり)や 、断面中の油管

(図一5)の 分布状態と本数などで同定 されるか

らである。したが って果実がないと近いところま

で行っても、結局種名が確定できないことが多い。

なお、ニンジン、パセリ、セロリなどわれわれに

馴染み深い作物もセリ科に含まれる。また本地域

に分布するノラニ ンジンは地下部が肥大 しないの

で食用にはな らないが、れっきとしたニ ンジンの

野生種である。

合弁花類

ツツジ科

ツツジ科の植物は、知床連山の亜高山帯に行け

ば、背の低いカーペット状の植物が数多 く分布 し

ているが、百平方 メー トル運動地内では数少ない

ので省略する。

シソ科

多 くは草本で、茎葉に香気があり、茎は4稜 形、

葉は托葉がなく十字対生のことが多い。また花が

筒状をなし、唇形になるの も特徴である。ゴマノ

パグサ科と花の形などがよく似ているが、果実が

1個 ずつ種子を含んで分かれるところで区別でき

る。薯の形や脈の数、子房の分裂の仕方、花の形

や色、雄しべの数、果実の大きさで属や種が決定

できる。

アカネ科

道内に生育するアカネ科植物のほとんどは葉が 輪 生 す る草 本 で あ る。 ヤ エ ム グ ラ 属(GαZ`α,m)
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に属する種が もっとも多 く、これによく似た属に

アカネ属(Rαわごα)とクルマバ ソウ属(Aβρer協α)

がある。これ ら3属 は花冠が輻状か筒状か、花が

4数 性か5数 性かで区別できる。さらに茎葉に逆

向きの刺(逆刺)が あるかどうか、乾いたときに黒

変するかどうか、また輪生する葉の数などで同定

できる。

写 真 一11(1)オ オ タ チ ツ ボ ス ミ レ.a;地 上 茎 、b;托 葉 .(2)托 葉 の拡 大 図.

一36一



写 真 一12カ ワラ ボ ウフ ウ の散 形 花 序.

図 一5カ ワ ラ ボ ウ フ ウ(左)と ハ ナ ウ ド

(右)の 果 実.a;全 形 、b;断 面

〔北 村 ・村 田(1961)よ り描 く〕.

キク科

キク科の植物 は双子葉類では最 も進化 したグ

ループと考え られている。種を同定するときは、

花の大きさや総苞の形、総苞片のな らびかたや形

など(図 一6)に 注目すると同定 しやすい。とこ

ろがキク科の花といっても、じつは花に見える部

分は数多 くの小さな花が集合 した花序で、頭状花

序あるいは簡略化 してただ頭花と呼ばれたりする。

実際の花は舌状花と筒状花のどちらかで、舌状花

を欠 く種 もある。薯の位置に冠毛があることが多

い。これらの多 くの花を取り囲んで総苞があり、

その一っ一っを総苞片と呼ぶ。種の同定に際して

はこうした一般的特徴の他に、筒状花、舌状花、

および果実(痩 果)の 形や大きさ、地上部の付け

根からでる根出葉の有無、茎からでる葉の形など

が重要である。

図 一6ア キ ノキ リ ンソ ウ.a;総 苞 片 、b;筒 状 花 、

c;舌 状 花 、d;痩 果 〔北 村 ・村 田(1964)よ り描 く〕.

3.植 物目録

この目録は1986年 から1990年 までの調査の結果

を取 りまとめたものである。 目録中、番号のっい

ている種が実際に生育が確認 された種である。番

号のない種は、斉藤(1985)や 鮫島 ・佐藤(1981)の

知床半島での目録から、本調査地域内に分布 して

いると考え られる種である。また+は帰化、植栽

あるいは逸出植物である。
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DIVISIOPTERIDOPHYTA シダ植物門
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1.Equisetaceaeト ク サ 科

.Egα`sε 伽mαrひeπ8eLinn.

E.耽 ソemαZeLinn.

2.Lycopodiaceaeヒ カ ゲ ノ カ ズ ラ 科

Lツcqρod如m8εrrα`αmvar.8errα 伽mMakino

五.0う8Cα γαmLinn.

3.Ophioglossaceaeハ ナ ヤ ス リ科

Bo`πycん`α,mrob㏄8`μmUnderw.

4.Osmundaceaeゼ ン マ イ 科

08mμ πdα ノqρoπ ごcαThumb.

0.αsZα 診`cαOhwi

5.Pteridaceaeワ ラ ビ科

P診erZdε μπ乙α(μ εZ`η,αmvar.Zα 診彪8cα,Zαm,Underw.

A(1Zα π`αmpεdb伽mLinn.

σoη・Zogrαmme介 αrfπεαvar.`π`εrmε(Z`αC .Chr.

6.Aspidiaceaeオ シ ダ 科

Mα 屍e㏄ccε αorZε π`αZε8Trev.

M.8ケ 撹 んZqρ6erご8Todaro

OπocZeα8ε πs`うごZ`svar.Z鷹er膨 μ αMaxim.

Po凌ys`εcん ωm診r義 ρ`eroπPresl

P.brα μπ泥Fee

Rωmoんrαm㏄6ごcαChing

R.8αzπd`8ん 泥Ching

R.mZ81zεZご αηαChing

PπyqμerZ8α ω8亡rZαcαWoynar,exSchinzetThellung

jD.crα8sZrん ε20mαNakai

工).moπ``co友zC.Chr.

Lα8ケ εα 診o``αOhwi

Z・.」ρんε8qρ6εrZ8Bory

L.孟 んe凌ylρεer`8Bory

ノ生〃κソr`㏄mp`erorαcん ご8H .Chr.

A. .ρツcπ080rωmH.Chr.

A!ZZ`:℃ づセm`η αvar.Zoη,8'`ρ ε8Hara

7.Blechnaceaeシ シ ガ シ ラ 科

BZεcん 肱mπ1ρoπ εcμmMakino

8.Aspleniaceaeチ ャ セ ン シ ダ 科

ノへ司ρZeπ如m8coZ(〕peπ(1rZα,mLinn.

9.Polypodiaceaeウ ラ ボ シ 科

Po4ypo(涜 αlmひ`rg`π ぬ παmLinn.

P.ノbrr`eZH.Chr.

スギナ

トクサ

ホソバ トウゲシバ

マンネンスギ

エ ゾ フユ ノハ ナ ワラ ビ

ゼ ンマ イ

ヤ マ ドリゼ ンマ イ

ワラビ

クジャクシダ

イワガネゼンマイ

イ ヌガ ン ソ ク

クサ ソテ ツ

コ ウヤ ワラ ビ

ジ ュ ウモ ン ジ シダ

ホ ソイ ノデ

シ ノブ カ グ マ

リ ョウメ ンシ ダ

ナ ラ イ シダ

シラ ネ ワ ラ ビ

オ シダ

ミヤ マ ベニ シ ダ

ミゾ シダ

ミヤ マ ワラ ビ

ヒメ シダ

オ オ メ シダ

ミヤ マ シケ シ ダ

エ ゾ メ シ ダ

シ シガ シ ラ

コタニ ワ タ リ

エゾデンダ

オシヤグジデンダ

DIVISIOSPERMATOPHYTA 種子植物門

GYMNOSPERMAE 裸子植物亜門

31

10.Taxaceae

Tbκ ㏄8cα 司ρ`(旋zεαSieb.etZucc.

イチイ科

イチイ
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11.Pinaceae

Aわ`εs8αcん α伽eπ8`8Masters

P`ceα ノe20eπ8`8Carr.

P.gZeん 航Masters

五αrZκ んαe瓶 炉 εrZCarr.

マツ科

ト ドマ ツ

エ ゾマ ツ

ア カエ ゾマ ツ

カ ラマ ツ

ANGIOSPERMAE 被子植物亜門

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物綱
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12.Gramineae

Sbsα んωrZZeπsZsMakinoetShibata

8.Pα πZωZα6αMakino

ノ聖Zcpecμ π乙8αeqω α泥8Sobo1.

PんZeα;m,prα6ε π8εLinn.

Agro86Zss`oZoπ がerαLinn.

A.αZbαLinn.

.A.scαbrαWilld.

A.c表zoα6αTrin.

Becんmα ππεα8:y2ご8αcん πeFernald

(hZαmαgros亡f8¢ ρZ8e`08Roth.

C.Zα πgsdo膿 ごTrin.

Acん ηα6んerμmαr診remZorεeπ εαZeKeng

M`Z`ωm4ア α,8μmLinn.

Pん α如r`8αrμ π(ZεnαceαLinn.

Aπ6んoκ απ亡んωmodorα 如mLinn.

1五erocんZoeわ ωπ9εαゆαTrin.

Brαc極ypod如mミyZoα ε`cμmP.Beauv.

Agrqρ ツroπrqρ επ8P.Beauv.

E4ソmz乙88Zう`rZcμ8Linn.

Bromα ε .ραωcゲZorα εHack.

B.診ec`orωmLinn.

B.sεcαZ`η μsLinn.

Dαc4yZZ8gZo1ηerα 孟αLinn.

Fe8伽cαoひZ吻 αLinn.

F.rα ゐrαLinn.

F.elh6`orLinn.

Poα αππααLinn.

P.mαcrocα4yκTrautv.etMey.

P.6rごo`αZごsLinn.

P.oかZ(1ω 伽Palib.

P.prα`eπ8ZsLinn.

ルfeZεCα πα;雄π8Linn.

Pんrα8mZ6e8comηzω π`8Trin.

Erα8ア08``8mz乙Z``cα ㏄ZZ8Steud.

8孟erごα ひかZd`sBeauv.

8.角 わεr`Herrm.

8.9伽 μcαBeauv.

Pα πZcαlmわ`sμZcα6α,mThunb.

Ecん`πocんZoαcrα,s-9αZZZBeauv.

イネ科

チシマザサ

クマイザサ

スズメノテッポウ

オオアワガエ リ
ハイコヌカグサ

コヌカグサ

エゾヌカボ

ヤマヌカボ

ミノゴメ

ヤマアワ

イワノガリヤス

ハネガヤ

イブキヌカボ

クサヨシ

ハルガヤ

コウボウ

ヤマカモジグサ

シバムギ

エゾムギ

キツネガヤ

ウマノチャヒキ

カラスノチャヒキ

カモガヤ

ウシノケグサ

オオウシノケグサ

ヒロハウシノケグサ

スズメノカタビラ

カラフ トイチゴツナギ

オオスズメノカタビラ

アオイチギツナギ

ナガバグサ

コメガヤ

ヨシ

ニワホコリ

エノコログサ

アキノエノコログサ

キンエノコロ

ヌカキビ

イヌビェ
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ルf`8cα η〃Lα,88乞 η,eη,8`sAnderss.

13.Cyperaceaeカ ヤ ツ リ グ サ 科

8dη つα;8ω εcん ㏄rαeBocklr.

CUreκPαZZZぬC.A.Mey.

C.8伽 α診αMuhlenb.

C.εcん`澱`αMurr.

C.8ん εmε(12eη8ZsFranch.

C.`πcε8αBoott

C.α α8μ8`Zη,oω`c2乱var.8ん αreη,8`80hwi

C.m,er診eη,8``var.㏄ro86αc1κy8Kuhenth.

C.うZePん αr乞cα ηραFranch.

C.cα πyQρ 々yZZeαvar.η ⑦`cro6rZcαKukenth.

C.8α わツ πeπ8Z8Less.

C.わrεo`cμZmごsR.Br.

C.8αcん α伽 επ8`sFr.Schm.

C.coπ εcαBoott

C.!bZZo8`s8`mαFr.Schm.

C.oα んoeπ8Z8var.roわ αβ`αFranch.etSavat.

C.Zα π8εoZα 亡αBoott

C.o茂yα η,dlrαKudo

C.poZo8αScop.

C.PαPμZo8αBoott

C.PαrcゲZorαBoott

C.ノ αpoπ`cαThunb.

C.α ρ んαπoZepごsFranch.etSavat.

C.moZZごcα,血Boott

14.Araceaeサ ト イ モ 科

・4rZ8αelmα αη,9ω8診 α診α,mvar.peη,Zη,8αIZαeNakai

1ぐソ8ZcんZ`z乙mcαm亡scん α`Zeπ8εSchott

ツ ユ ク サ 科15.Commellnaceae

σomme伽 αcomm㏄ πε8Linn.

16.Juncaceae

五α,2μZαpZμmo8αvar.η ταcrocα 加 αOhwi

五.c(ろρε`α6αMiq.,ap.Komar.

」α,πcαε δαibπ`αεLinn.

」.εε駕`sWilld.

」.q〃1αβαεvar.(Zec亀 ρZεπsBuchen.

17.Liliaceae

漉Zoπ`qρ8ご80r`eπ 診αZご8C.Tanaka

Vをrα6rωmαZわ α,mssp.α 凝y8qρ αZαmHulten

1ヱb8亡αrec雄bZZαNakai

HgmerocαZZZ8ッe20eπ8ε8Hara

H.e8cα,Zε η,診αKoidz.

.AZ伽mひZcεo融Zご8var.pZ破yp1院y伽mMakino

五`伽 ητcordα 如mvar.8DZeん 航Woodcock

L.mαcαZα 伽mvar.(Zα μrごc㏄mOhwi

jL.medεoZoε(1e8A.Gray

Po凌y80π α診α,mん ωmZZeFisch.

P.mαcrα π〃乙α;mKoidz.

Sケ βρ`qρ α,8αm二ρZε:rがoZεα、svar.Pα ρ`ZZα`α,80hwi

イグサ科

ユ リ科
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ススキ

アブラガヤ

ウスイロスゲ

オオカワズスゲ

キタノカワズスゲ

アズナマルコ

カワラスゲ

シャリスゲ

キ ンチャクスゲ

ショウジョウスゲ

チャシバスゲ

カミカワスゲ

アオスゲ

ゴンゲンスゲ

ヒメカンスゲ

オクノカンスゲ

ヒロバスゲ

ヒカゲスゲ

シメスゲ

サッポロスゲ

エゾツリスゲ

グレーンスゲ

ヒゴクサ

エナシヒゴクサ

ヒメシラスゲ

コウライテ ンナ ンショウ

ミズバ シ ョウ

ツユクサ

ヌカ ボ シソ ウ

ス ズ メ ノヤ リ

ヒメコウガイゼキ ショウ

クサ イ

イ

シ ョウ ジ ョウバ カマ

バ イ ケ イ ソ ウ

タ チ ギ ボ ウ シ

ェ ゾ キ ス ゲ

ゼ ンテ イ カ

ギ ョウ ジャニ ンニ ク

オ オ ウバ ユ リ

エ ゾス カ シユ リ

クル マユ リ

ヒメ イ ズ イ

オ オ ア マ ドコロ

オ オバ タ ケ シマ ラ ン
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S.8`rε μqρo`desFryeetRigg

C伽 孟oπ`α 認eπ8`8Trautv.etMey.

8mZZαc加 α ノ(辺oπ`cαA.Gray

Mα`α π6んεmαm翻 α`α伽mNels.etMacbr.

DZ8:ρorμmsε88ZZeDon

D.8m`Zαc加z必mA.Gray

σoπoαZZα 磁 んεZsんeごMlq.

Pαr`sひ εr`Zc`ZZα6αM.v.Bieb.

jP.孟e6r(吃ρ履yZZαA.Gray

TrZZ伽msmαZZε`Maxim.

T.ん αm6scん α診εcαmPa11.

Sη τ`Zακrε1ραrZαvar.αls8㏄rZeη εZsHaraetT.Koyama

18.Orchidaceaeラ ン科

Orc配8αrZ8ε α`αFisch.

αymπ αdεπεαcαm診8cん α``cαMiyabeetKudo

pZα π6απεんεrα πLe`αbがoZZαF.Maekawa

瓦々ZPαc``8Pα μZZo8αFranch.etSavat.

σ¢ρんαZαπ`んεrαZoπ8'Zbrαc`eα6αBlume

qρ かα漉 んε88ε πεπ8`sAmes

Goo(乏yerαr¢ ρεη,8R.Br.

G.ひ εZμ伽 αMaxim.

ル乏yrmεcんZ8ノ αρoη,εcαRolfe

M`cro8ζyZZ8moπqρ んこyZZo8Lind1.

E々1乙`1ρρZαη〃Lωs8cんmZ(1``εReichb.

L`PαrZsmα んεπoα7協Schitr.

CbZα η`んe6r亀 ρZεcα`αAmes

σremα8診rαqρpeπd`cμZα`αMakino

Creorcん`8 .ρα`επ8Lind1.

DICOTYLEDONEAEi 双子葉植物綱

ヒメタケシマラン

ツバメオモ ト

ユキザサ

マイヅルソウ

ホウチャクソウ

チゴユ リ

スズラン

クルマバツクバネソウ

ツクバネソウ

エ ンレイソウ

オオバナノエンレイソウ

シオデ

バ クサ ンチ ドリ

ノビネチ ドリ

エゾチ ドリ

エゾスズラン

ササバギンラン

ネジバナ

ヒメミヤマウズラ

アケボノシュスラン

ア リドオシラ

ホザキイチヨウラン

コイチヨウラン

スズムシソウ

サルメンエビネ

サイハイラン

コケイラン

CHORIPETALAE 離弁花類
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19.Chloranthaceae

CんZorα π`んμ8ノ(4)oπZcα8Sieb.

C.8errα 伽sRoem.etSchlt.

20.Salicaceae

Pqρ αZ㏄88`eわoZ翻Miq.

jP.mα κ`moωZc2琵A.Henry

To`sμ8μ μrわαπ`απαKimura

S協 κ んωZめe漉var.α π9μ8岬oZZαKimura

8.ひ α護ρ`ηαAnders.

8.rorεdαLackschewitz

8.Pε6-sμ8ωKimura

S.sαcん α伽eπ8`8Fr.Schum.

21.Juglandaceae

Jμ8　 απ8αZ伽6ん びoZZαCarr.

22.Betulaceae

αzrρ επμscordα εαBlume

Os6rッ α ノqρoπZcαSa「g.

セ ン リ ョウ科

ヤナギ科

クル ミ科

カバノキ科

ヒ トリシズ カ

フ タ リシズ カ

ヤマナラシ

ドロノキ

オオバヤナギ

ェゾノバ ッコヤナギ

キツネヤナギ

ェゾヤナギ

エゾノキヌヤナギ

オノエヤナギ

オニグル ミ

サワシバ

アサダ

一41一
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Be加Zαmα1κ εmoω εc2`αη,αRegel

B.pZα 顔 ρ1院yZZαvar.ノqρoη,`cαHara

B.εrmα ηεZCham.

AZη μ8mα κごητoω`c2`ZCallier

A.ん かs砿 αTurcz.

A.ノ(4)oπ`cαSteud.

23.Fagaceaeブ ナ 科

勲 εrcμ8moπgoZZcαvar.8'rosse8εrrα`αRehd.etWils.

Q.deπ`α`αThunb.

24.Ulmaceaeニ レ科

αmμ8dαo`d`α ηαvar.ノ αqρη,`cαNakai

ひZαcε π`α診αMayr

25.Moraceae

Morωsbomわlycご8Koidz.

26.Urticaceae

乙玩`cαpl媛y:ρ 妙ZZαWeddell

.Lqρor6eαbωZb加rαWeddell

Boeん ητerごα`rZcω ερご8Makino

27.Loranthaceae

V乞8cωm,αZbωmvar.coZorα 加mOhwi

28.Aristolochinaceae

Asαrμmん ε6ero6rqρo∠de8Fr.Schum.

29.Polygonaceae

Rα;meκAcε`08eZめLinn.

R.ノ αρoπ`cω8Houtt.

R.cr`εPα εLinn.

R.oわ 加8承)屍 μ8Linn.

Po〃y80π ㏄mα ひ`cα;Zα診αLinn.

P.αreゆ α8`rμm,Boreau

P.診 んωπわergZ`Sieb.etZucc.

P.8`eboZ戯Meisn.

P.πqρ αZeπsεMeisn.

P.Zqρ α`んヴbZZωmLinn.

P.8cα うrωητMoench

P.Po8ωmbωvar.Zα κゲZorαmOhwi

P.Zoπ9`se`ωmDeBruyn

P.Pεr8fcαr`αLinn.

P.sαcん α伽 επ8ε8Fr.Schum.

30.Chenopodiaceae

Cん επopod`ωm,αZわ αητLinn.

C.αZb配mvar.cε π`rorμ わr㏄mMakino

C.!εcがo伽mSmith

31.Amaranthaceae

ノへmαrα π`んω8Z`oZdω8Linn.

32.Caryophyllaceae

qρerg㏄Zα αrひεπ8εsLinn.

ε.αroε η,8Z8var.sα 伽 αKoch

qρ εrgωZαrZαmαr`η αGriseb.

Moeん 加9ε αZε`εr耀orαFenz1

σerαs孟 如mんoZos`eo`dε8Fries

クワ科

イラクサ科

ヤ ドリギ科

ウマノスズクサ科

タデ科

アカザ科

ヒユ科

ナデシコ科

ウダ イ カ ンバ

シラ カ ンバ

ダ カ ケ ンバ

ミヤ マハ ンノキ

ケ ヤ マハ ンノキ

ハ ンノ キ

ミズ ナ ラ

カ シワ

ハ ルニ レ

オ ヒ ョウ

ヤマグワ

エゾイラクサ

ムカゴイラクサ

アカソ

ヤ ドリギ

オクエゾサイシン

ヒメスイバ

ギシギシ

ナガバギシギシ

エゾノギシギシ

ミチヤナギ

ハイ ミチヤナギ

ミゾソバ

アキノウナギツカミ

タニソバ

オオイヌタデ

サナエタデ
ハナタデ

イヌタデ

ハルタデ

オオイタ ドリ

シロザ

アカザ

コアカザ

イ ヌ ビュ

ノハ ラ ツ メ クサ

オ オ ツ メ クサ

ウ シオ ツ メ クサ

オ オ ヤ マ フ ス マ

オ オ ミ ミナ グ サ
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C.んoZesεeo`dε8var.α π8'㏄8`ヴb伽mMizushima

C.ノΣ8cんer`α παmSer.

S`eZ伽r`αmed`αVillars.

8.ノセη,2Z泥Regel

C㏄c㏄ うαZμ8う αcc加rvar.ノ αρoπ`cμ8Miq.

D`α π`んω88ψ ρerbμ8Linn.

SZZeη,eαZわ αE.H.L.Krause

8.πoc功 『ZorαLinn.

33.Cercidiphyllaceaeカ ツ ラ科

CεrcZd【な)1ζソZZ㏄mノ 砺ρoπZcμmSieb.et.Zucc.

34.Ranunculaceaeキ ン ポ ウ ゲ 科

ノ聖πemOπ ε(∫eわZεsFisch.

A∫Zαcc認 αFr.Schm.

翫 παπcμZω8rqρ επ8Linn.

.R.s`Zer加 伽sLev.

Adoη`8rαmo8αFranch.

Tん αZεc6rμητ!beε`伽mvar.bre伽esHara

T.而 πμ8var.ん ツ:ρoZωc㏄mMiq.

T.mε πμsvar.8伽eZZα 如mTamura

T.α9μ`Ze8ヴb伽mvar.`π6ermed如mNakai

T.sαcん αZZπεπ8`8Lecoyer

AcoπZ如mlyεsoeη,8εNakai

/4c`αeα α8εα``cαHara

A.ε7ツ`んrocα ηραFischer

αmZc加8αs`mpZeκWormsk.

σQρ6Z8ケ 承)ZごαSalisb.

(hZ`ん αPαZμs`r`8var.ηzεmbrα 融αceαTurcz.

35.Berberidaceae

C伽Zqρ1院y伽mroわ α8伽mMaxim.

jDlρ1吃yZZeZαgrα ッεFr.Schm.

36.Magnoliaceae

MαgπoZ`αoわooα6αThunb.

ルf.んoう ㏄8var.うoreα 屍8Sarg.

8cん`8α π(メrαcん επεπ8`sBai11.

37.Papaveraceae

σんe砺oπ 如mmα ノ'ω8var.αs`α εごcωmOhwi

σoπydαZ`sαmbZ8μ αCham.etSchlecht.

38.Cruciferae

αzr(ZdmZ7ze`mPα6Zε7τ8Linn.

C.∫Zeκ ㏄osαWith.

C.8cω εαεαThunb.

C.Zeμcα π疏 α0.E.Shulz

Bαrbαreαor6んocεrα8Ledeb.

B.ひ ωZ8DαrεsR.Br.

Rorご ρρα`8Zα π(∫ZcαBorbas

Arα わ`88errα6αvar.9伽 α;cαOhwi

A.9友zうrαBernh.

。Armorαc`αr㏄8診`cα ηαGaert.,Mey.

39.Crassulaceae

Se(加mひer`fc`ZZα6㏄mLinn.

メギ科

モクレン科

ケシ科

アブラナ科

etScherb.

ベ ン ケ イ ソ ウ科

一43一

ミ ミナ グサ

オ オ バ ノ ミ ミナ グサ

コハ コベ

シ ラオ イハ コベ

ナ ンバ ンハ コベ

エ ゾカ ワラ ナ デ シ コ

マ ツ ヨイ セ ン ノ ウ

ツキ ミセ ン ノ ウ

カツラ

ヒメ イチ ゲ

ニ リン ソ ウ

ハ イキ ンポ ウゲ

キ ツネ ノボ タ ン

フ ク ジ ュ ソ ウ

チ ャボ カ ラ マ ツ

ァ キ カ ラマ ツ

コカ ラマ ツ

カ ラマ ツ ソ ウ

ェ ゾ カ ラマ ツ

エ ゾ トリカ ブ ト

ル イ ヨ ウ シ ョウマ

アカ ミノルイヨウショウマ

サ ラ シナ シ ョ ウマ

ミツバ オ ウ レ ン

エ ゾ ノ リュ ウキ ンカ

ルイヨウボタン

サンカヨウ

ホ オ ノキ

キ タ コ ブ シ

チ ョウセ ン ゴ ミシ

クサノオウ

エゾエンゴサク

ミ ミヘ

ンヤニンンン

タネツケバナ

ヤマタネツケバナ
コンロンソウ

ヤマガラシ
ハルザキヤマガラシ

スカシタゴボウ

エゾノイワハタザオ

ハタザオ

セイヨウワサビ

ミツバ ベ ンケ イ ソ ウ
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40.Saxifragaceae

A8``Zbe`ん ωηわerg泥var.coπge8`αH .Boiss.

8己 κびrαgα ノ(辺oη,ZcαH.Boiss.

σんπysoqρZeπ`μmん αm孟8cん α``c㏄mFischer

C.8rα ツαπμmMaxim.

C.∫Zα9αZZ加rμmFr.Schm.

TεαreZZαpo凌y:ρ 極yZZαD.Don

SんZ2qρ ん「α9mα1κ ソdrαπ9εoZdesSieb.etZucc.

1乏ソ(1rαπgeαpe6Zo友zrε8Sieb.etZucc.

H.Pα 几Zcωめ`αSieb.

H.mαcrqpん ツZZαvar.mαcrocα ψ αOhwi

R`bessαcん αZ`η,eη,8eNakai

R.め`承)Zご ㏄mJancz.

R.1Lorrf(1ωmRupr.

R.gros8α,血rZαLinn.

41.Rosaceae

SρZrαeαmedZαvar.8erZcε αRegel

S.bω`eZ承)Z`αPa11.

S.sαZεcがoZご αLinn.

80rbαrZαsorわ ヴbZZαvar.86εZ伽ZZαMaxim.

ノ4rZη,cα8(涜ofcω8var.ん αm`scん α診εc㏄8Hara

17rα9αrご αlye20eη εεsHara

F.伽 μmα εMakino

Po`eπ`ZZ血egedεZvar.groeπ 左zπ(涜cαPolunin

P.ceπ``8rα ηαMaxim.

P.介 α9αr`oεdεsvar.mα ノ'orMaxim.

P.860Zoη 施rαLehm.

P.介e:yπ`α παBornm.

P.πoroε9`cαLinn.

P.画qρoπZcαTh.Wolf

Gωmノ(辺 ρoπ`cωmThunb.

G.αZelρpZcωmJacq.

Rωbμ8crα`αeg承)Z`μ8Bunge

..αcωZeα6`88Zm㏄8C.A.Meyer

`(血eω8var.αCμZε αεZS8ごm㏄8

formacoπcoZorOhwi

R.Pんoε πZcoZα8Zω8Maxim.

R.Pαrひ ヴbZ如sLinn.

R.pedα 加sSmith

R.Pseωdoゴ(乾 ρoη,ZcαKoidz.

F`配 ρeπ(1α,血 んαm6scん α6`cαPa11.

jF.lye20eη,sZ8Hara

&zπ9痂sorbα`eπ αがoZ`αFisch.

A8'「 εmoπ`αPZZo8αvar.ノ(毛 ρoη εcαNakai

Ro8αrα,go8αThunb.

R.αcεcα,伽rZ8Lind1.

Prμ ηz488αr8・eπ6記Rehd.

P.mα κεmoωZc2泥Rupr.

P.ssZorZFr.Schm.

Sorわ 配8com,m謡`αHed1.

ユキノシタ科

バラ科
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トリア シ シ ョウマ

フ キユ キ ノ シ タ

チ シマ ネ コ ノ メ

ネ コ ノ メ ソ ウ

ツ ル ネ コ ノ メ ソ ウ

ズ ダ ヤ ク シ ュ

イ ワ ガ ラ ミ

ツ ル ア ジサ イ

ノ リウ ツギ

エ ゾ ア ジサ イ

トガ ス グ リ

エ ゾ ス グ リ

ク ロ ミノハ リス グ リ

マ ル ス グ リ

エゾシモツケ

マルバ シモツケ

ホザキシモツケ

ホザキナナカマ ド

ヤマブキショウマ
エゾクサイチゴ

ノウゴウイチゴ

ェゾッルキンバイ

ヒメヘ ビイチゴ

キジムシロ

ツルキジムシロ

ミツバッチグリ

エゾノミツモ トソウ

ヒロバノカワラサイコ

ダイコンソウ

オオダイコンソウ

クマイチゴ

ウラジロエゾイチゴ

エゾイチゴ

エ ビガ ライ チ ゴ

ナ ワ シ ロイ チ ゴ

コ ガ ネ イチ ゴ

ヒメ ゴ ヨ ウイ チ ゴ

オ ニ シモ ツケ

エ ゾ ノ シモ ツケ ソ ウ

ナガ ボノシロワ レモ コウ

キ ン ミズ ヒキ

ハ マ ナ ス

オ オ タ カネ イバ ラ

エ ゾ ヤ マザ ク ラ

ミヤ マザ ク ラ

シウ リザ ク ラ

ナ ナ カ マ ド
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42.Leguminosaeマ メ 科

.Mα αcん`α αm,α,reη,s`8var.う μεrgerεC.K.Schn.

Tん εrmρ ρ8♂8砿 ρεπoご(メεsLink

五eqρ ε(1e2α δεcoZorTurcy.

DesmodZα,m,oκ:yp履yZZ㏄mDC.

VZcZα α7ηoεπαFisch.

V.ノαρoπ`cαA.Gray

V.crαccαLinn.

y.μ η,ヴμ9αA.Br.

Lα 々yrμ8ノ αρoπ`cαWilld.

RoわZπZαP8α4(10イZCαCε αLinn.

Asケ α9αZ㏄8ノ(乾ρoη'ZcαεH.Boiss.

TrヴbZZμmprα 診eπ8εLinn.

7「「.Z砺ρZηα86erLinn.

7¶.r(宅ρeπ8Linn.

43.Geraniaceaeフ ウ ロ ソ ウ 科

Gerα η,Zα,mer`α η,`ん㏄mDC.

G.)ノε80eη,82Franch.etSavat.

G.8必 ごrZcα,mvar.gZα わrfα,80hwi

G.6ん αηゐerg琵Sieb.etZucc.

44.Linaceaeカ タ バ ミ科

0κ αZZ8αce`oseZZαLinn.

0.corπ ごcα,左z6αLinn.

0.8ケZc6αLinn.

45.Rutaceaeミ カ ン科

Pん εZZodeπdroπ αm㏄reηsevar.8αcん α伽eπseFr.Schm.

S玩mmε α ノαPoπZcαvar.ε πεermedε αformarqρeπsHara

46.Simaroubaceaeニ ガ キ 科

jPZcrα8η τα(μ αs8`oZ(1ε8Benn.

47.Euphorbiaceaeト ウ ダ イ グ サ 科

DαP1院yη,4ρ1り'ZZα刑mαcrqρodμmvar.ん μlmZZeHurusawa

Eμ ρんorb`α(ツPαrZssZα8Linn.

48.Empetraceaeガ ン コ ウ ラ ン科

Emlρe6川mη,`8rαmvar.ノ(η ρoπ`cα,mK.Koch

49.Anacardiaceaeウ ル シ 科

Rん αε αmうZg㏄ αLavalee,exDipple

R.6r`cんocα 脚 αMiq.

50.Aquifoliaceaeモ チ ノ キ 科

πeκ8ωgero1己`var.うrroεpedα ・πcμZα孟αS.Y.Hu

Zcreη α古αvar.PαZα て108αOhwi

えrμ808αFr.Schm.

51.Celastraceae

σe血8診rα80rわ`c㏄ 血`α εThunb.

C.orわ`cαZα6α εvar. .ρ㏄η,c6α 伽8Rehd.

269-aEμoη グm㏄sα 血 εμ8Sieb.

269-bE.αZα 伽8formac読 α60deη`α6㏄8Hiyama

270E.8εeboZd`α παBlume

271E.mαcrqρ`erα,8Rupr.

272E.α 双yp妙 伽8Miq.

ニシキギ科

一45一

アズキナシ

イ ヌエ ン ジ ュ

セ ンダ イハ ギ

エ ゾヤ マ ハ ギ

ヌ ス ビ トハ ギ

ツル フ ジバ カマ

ヒロバ クサ フ ジ

クサ フ ジ

ナ ンテ ンハ ギ

ハ マ エ ン ドウ

ハ リエ ンジ ュ

ェ ゾ モ メ ンヅ ル

ム サ ラ キ ツ メ クサ

シ ャ ジ ク ソ ウ

シ ロ ツ メ クサ

チ シマ フ ウ ロ

ェ ゾ フ ウ ロ

イチ ゲ フ ウ ロ

ゲ ン ノ シ ョウ コ

コ ミヤマ カ タバ ミ

カ タバ ミ

エ ゾ タ チ カ タバ ミ

ヒ ロバ ノ キハ ダ

ツ ル シキ ミ

ニガキ

エゾユズ リハ

マツバ トウダイ

ガ ン コ ウ ラ ン

ツタウルシ

ヤマウルシ

アカ ミノイヌツゲ

ハイイヌツゲ

ツルツゲ

ツルウメモ ドキ

オニツルウメモ ドキ

ニシキギ
ヘ

コマ ユ ミ

マユ ミ

ヒロハ ツ リバ ナ

ツ リバ ナ



273E.p伽 π1ρe8Koehne

E.`rεcα 耽ρα8Koidz.

52.Aceraceae

274Acεrノ αpoπZcωmThunb.

275A.pαZηzα 加mvar.mα ε8αmαrαeMakino

276-a.4.moπoMaxim.

276-bA.moπovar.mα ッr泥Maxim.
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292

293

294

295

296

297

298

299

300
+301

302

303

304

305

カエデ科

.A.ω 勉 川 π伽eπ8eTraurv.etMey.

A.68cんoπos履Maxim.

53.Balsaminaceaeツ リ フ ネ ソ ウ 科
'1
mρ α翻eπsπoZZ一`α η8ereLinn.

μeκ 孟or`Miq.

54.Vitaceaeブ ドウ 科

V乞``8co`9πe6ZαePulliat

AmPεZqρ8`sうr飢 ρε伽 πcωZα`αTrautv.

55.Tiliaceaeシ ナ ノ キ 科

TZZ`αmα κ`moω`c2Zα ηαShirosawa

T.ノqρoπ ごcαSimonkai

56.Marvaceaeア オ イ 科

Mαroαm,oscん α診αLinn.

57.Actinidiaceaeマ タ タ ビ科

Ac伽ZdZα αrg撹 αPlanch .,exMiq.

APo〃y8αmαMaxim.

A.んoZomZ㍑ αMaxim.

58.Guttiferaeオ トギ リ ソ ウ 科

恥:ρer蜘mαs(ツroπLinn.

H.)昭20eπ8εMaxim.

H.εrα6ωmThUIlb.

59.Violaceaeス ミ レ科

VZoZα ηταπd8ん ωrごcαW㌔Becker

Vl8αcん α伽,εη,8Z8H.Bioss.

V.ん ωsαπoαπαMakino

ヒ9πy:ρocerα8A.Gray

V.uerεcα η(∫αA.Gray

60.Thymelaeaceaeジ ン チ ョ ウ ゲ 科

D(老ρんη,e1己αm`sん α6ごcαvar.ノe20eη,8`sOhwi

61.Lythraceaeミ ソハ ギ 科

1<y6んrαmsα 配cαr`8Linn.

62.Onagraceaeア カ バ ナ 科

αrcα εα αな)`παLinn。

瓦 ρ『`Zob`ωmα π9α8`承)Z`αmLinn.

E.moπ6α πα,mLinn.

E.cε ρんαZos6`gmαHausskn.

Oeπ06んerα う`εππZ8Linn.

63.Araliaceaeウ コ ギ 科

ArαZ`αeZα6αSeemann

A.cor(Zα めαThunb.

ノへcαπ6んqρα融ακsc彪(1qρ 々yZZoZde8Franch.etSav.

癒Z(ψ απακpZc如8Nakai
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オ オ ツ リバ ナ

ク ロツ リバ ナ

ハ ウチワカエデ

ヤマモ ミジ

エゾイタヤ

ベニイタヤ

オガラバナ

ミネカエデ

キ ツ リフ ネ

ツ リフ ネ ソ ウ

ヤマブ ドウ

ノブ ドウ

オオバボダイジュ

シナノキ

ジ ヤ コ ウア オ イ

サ ル ナ シ

マ タ タ ビ

ミヤ マ マ タ タ ビ

トモ エ ソ ウ

エ ゾオ トギ リ

オ トギ リソ ウ

ス ミ レ

ア イ ヌ タチ ツ ボ ス ミレ

オ オ タチ ツ ボ ス ミレ

タチ ツボ ス ミレ

ツボ ス ミレ

ナニワズ

エ ゾ ミソハ ギ

ミヤマタニタデ

ヤナギラン

エゾアカバナ

イワアカバナ

メマツヨイグサ

タ ラ ノ キ

ウ ド

コ シ ア ブ ラ

ハ リギ リ
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64.Umbelliferaeセ リ科

Hydroco`んZεrαmガZorαMaxim.

S己 π`cα,如cん`π επ8`8Bunge

(》ンρ`o`α εη,`αノα二ρoπεcαHassk.

70r`Zεsノ αρoπZcαDC.

08morんZ2α αr`8孟α6αMakinoetYabe

jB砺ρZεαrωmZoπ8Zrα(1`α 如mTurcz.

Aπ εんrご8cμsqyZoε8ヶ`8Hoffm.

鋤 α、rZqρZm,ρZπeZZαcα 凌yc♂η,αKitagawa

Oeη απ診んεノαoαη,`cαDC.

Aegqρo(1`㏄mα4ρe86rεLedeb.

Cん αmαeZedecμmわeπ8Makino

αc撹 α ひか08αLinn.

PZeμroSρ εrmω ητcαm`8c1Lα6ZcμmHoffm.

1}ごg8麗cμ7η んαヱ`επ`ZFernald

CbeZqρ εμrαm伽 ご伽mvar.8'mε 伽``Hara

Cbπ め8εZ`παm!協cご ημm,Hara

Aη,9εZεcα8'ε π吻rZα℃αNutt.

A.μrs`α παMaxim.

A.α πomα 伽Lallemant

jPε㏄cε(Zαπα;m孟erε わ`π`んαceαmFisch.etTurcz.

1琵rαcZε μm(加ZcεFisch.

Dα α,C㏄scαrα αLinn.

65.Cornaceaeミ ズ キ 科

σomμ8coπ6rooer8αHemsley

オ オ チ ドメ

ウマ ノ ミッバ
へ 　

ミツハ

ヤ ブ ジ ラ ミ

ヤ ブニ ンジ ン

ホ タル サ イ コ

シ ャ ク

カ ノ ツ メ ソ ウ

セ リ

ェ ゾ ボ ウ フ ウ

セ ン トウ ソ ウ

ドクゼ リ

オ オ カサ モ チ

マ ル バ トウキ

エ ゾ ノ シ シ ウ ド

ミヤ マセ ンキ ュ ウ

オ オ バ セ ンキ ュ ウ

エ ゾニ ュ ウ

ェ ゾ ノ ヨ ロ イ グサ

カ ワ ラ ボ ウ フ ウ

オ オハ ナ ウ ド

ノ ラニ ンジ ン

ミズキ

GAMOPEiTALAE 合弁花類

327
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338

339

340

341

342

66.Pyrolaceae

2yroZαrε 吻bZ`αMaxim.

P.α 乙ρ`ηαH.Andr.

jP.8ec㏄ π(1αLinn.

C玩mα ρんεZαノαpoη`cαMiq.

ルfoη,oヶqρ α8`rαm8Zoわ08ωmH.Andr.exHara

67.Ericaceae

Meπ2fε8`αpeπ`α πdrαMaxim.

Rんododeπdroπ αZわrecん`Z`Maxim.

Leμco診 んoegrα ツαπαvar.oうZoη8びbZfαOhwi

%cc翻 μm8mαZZ琵A.Gray

y.ノ αpo痂cαmMiq.

68.Primulaceae

五ζy8`mαc痂 α 診々 yr8びZorαLinn.

jL.oα,ZgαrZ8var.dαoα7ZcαR.Knoth

69.01eaceae

Lε9㏄Sケ α瓶68Cん0π08雇var.

亀r♂ π9αrε`蜘Zα εαHara

Frα κεπμ8mα πd8勧r`cαvar.ノ(辺 ρoπ ごcαMaxim.

F.Zα η,α8`η,08αKoidz.

70.Gentianaceae

1%Zeπfαcorπ`c㏄ め εαCornaz

イチヤクソウ科

ツツジ科

サクラソウ科

モ ク セ イ 科

gZα うre8cε η,8Koidz.

リン ドウ科

ジ ンヨ ウ イチ ヤ ク ソ ウ

コバ ノ イチ ヤ ク ソ ウ

コ イ チ ヤ ク ソ ウ

ウ メ ガサ ソ ウ

ギ ン リ ョウ ソ ウ

コヨウラクツツジ

ムラサキヤシオ

ハナヒリノキ

オオバスノキ

アクシバ

ヤナギ トラノオ

クサレダマ

エゾイボタ

ハ シドイ

ヤチダモ

アオダモ

ハ ナ イ カ リ
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373

Geπ``α πα20ZZ`η8εr`Fawcett

G.εrヴZorαvar.ノ αρoη,`cαHara

TrlP6eroβ ρerμm/qρo疵cμmMaxim.

71.Asclepiadaceaeガ ガ イ モ 科

qyπ απc勧mcα 認 α6㏄mMaxim.

Mε 孟qρZeκεs/qρoπZcαMakino

72.Boraginaceaeム ラ サ キ 科

Mッ080`εs蔓yZoα 診`cαHoffm.

73.Labiataeシ ソ 科

Aノ ω9α ツε80επ8Z8Maxim.

Sbω`e伽rZαdqρeπdeη8Maxim.

加eπ8ε8var.μ8sαr`eπ8ε8Hand.一Mazz.

Zη,eπsZsvar.6rα ηε記rαHara

Sc砿eZZαrZα8`rご8ごZZosαHems1.

Agαs`αcん σrμgo8α0.Kuntze

!>をPεめ8㏄bsess読8var.ツesoε π8`8Franch. etSavat.

Drαcocqρ んαZωmαrgα,πeη εevar.ノ(乾 ρoη,εcωmKudo

Prω η,e乙Zαu㏄乙9αrZsvar.ZεZαcZη αNakai

GeZeqρsZ8わ 那dαBoenn.

SZαc1蔓ysノ αpoπZcαvar.`π6ermedZαOhwi

Lαm彪mわ αrbα 伽mSieb.etZucc.

1<ycqρ αε αη,ヴZorμsvar.Pαrひ ヴZorαsKitagawa

jL.mα αc1～Zαη,ω8Nakino

α`πqρod如mcん`πeπ8evar.Pα 吻rZorμmHara

C.grαc`Zevar.8αcん α伽,εη,sεOhwi

Meπ`ん α αroeπsZsvar.P義 ρerα8cε π8Malinvaud

EZ81乙o伽 ごαc読 αεαHylander

jPZεc6rα η〃LωsZη ゾZe:rαεVahlexBenth.

74.Solanaceaeナ ス 科

SbZα 肱 ητ πZ8'川mLinn.

S.mε9αcα れραητKoidz.

8.ノ(暁ρoη,eη,sεNakai

75.Scrophulariaceaeゴ マ ノ パ グ サ 科

Lεπαr`α 膨Z8αZ`8Miq.

ルfZη犯Zμ88εss記 ヴb伽8Maxim.

▽セroπZcαper8εcαPoir.

PedZcμZαrf8ツe20eπ8ε8Maxim.

P.resμ μ πα`αLinn.

P.8cんZ8608診 ε9`αVved.

Vセrわ αsZcα,m6ん αρ8α,8Linn.

76.Phrymaceaeハ エ ドク ソ ウ 科

Pん πymαZ¢ ρ60s6αc1履yαvar.α8Zα6ZcαHara

77.Plantaginaceaeオ オ バ コ 科

pZα π6α80αsε α6ZcαLinn.

P.cαm`scん α6εcαCham.

P.Zα πceo伽 εαLinn.

78.Rubiaceaeア カ ネ 科

Rα わZαcん εη,εη,sZsvar.gZα うre8ceη,8Kitagawa

GαZ`α,moεr㏄mvar.ケ αc極ycα πρα,mDC.

フデ リ ン ドウ

エ ゾ リ ン ドウ

ツル リ ン ドウ

イケマ

ガガイモ

エゾムラサキ

ニ シ キ ゴ ロモ

ヒメ ナ ミキ

エ ゾ タ ツナ ミソ ウ

ヤ マ タ ツナ ミソ ウ

ナ ミキ ソ ウ

カ ワ ミ ドリ

エ ゾ ミソガ ワ ソ ウ

ム シ ャ リン ドウ

ウ ツボ グサ

チ シマ オ ド リコ ソウ

エ ゾイ ヌ ゴマ

オ ド リコ ソ ウ

エ ゾ シ ロネ

ヒ メ シ ロネ

クル マ バ ナ

ミヤ マ トウバ ナ

ハ ッカ

ナ ギ ナ タ コ ウ ジ ュ

ヤ マ ハ ッカ

イヌホオズキ

オオマルバノホロシ

ヤマホロシ

ウンラン

オオバノミゾホオズキ

オオイヌノフグリ

エゾシオガマ

シオガマギク

ネムロシオガマ

ビロウ ドモウズイカ

ハ エ ドク ソウ

オオバコ

エゾオオバ コ

ヘラオオバ コ

アカネムグラ

エゾカワラマツバ
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374G.診rゲZorヴbrmeKomar.

G.Sρ ωrεωmvar.εcん`πoε ρermoπHayek

G.ヶ 諺dα,mvar.わrεolρed㏄ πcα,Zα孟ωmRege1

375G.ヶ αc1ζyερermα,mA.Gray

376-aG.ん αm6scん α6`cαmSteller,exRoem.etSchult.

376-bG.1aα ητ`scんα亡Zcαmvar.αcω 岬oZ如mHara

377
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388

389

390

391

392

393

394

AqρerωZαodorα εαLinn.

79.Caprifoliaceaeス イ カ ズ ラ 科

Sbmわ μcω88ご εわoZd`α ηαvar.ηzの μeZ琵Hara

V乞うωrπα・m,8αr9ε η,`ZZKoehne

玩 ルrcα`ωmBlume

V.ωrZg瓶`Miq.

jLoη,`cerαcα εr厩 εαvar.αm二 ρ1げZZocα 砂 κNakai

五.α1塞)`8eηαvar.gZε んηπNakai

80.Adoxaceaeレ ン プ ク ソ ウ 科

A(Zoκ αmoscん α`εZZZ肋αLinn.

81.Valerianaceaeオ ミ ナ エ シ 科

.P厩rZπZα8'めbo8αMaxim.

P.8`b`rZcαJuss.

395-aEゆ α`or`μmcんZη,ε π8e8var

395-bEcん εη,εη,8`8var

396
+397

+398

+399

401

402

403

404

405

406

407
+408

+409

P.8cαb`08α ⑳Z`αFisch.

VhZer`α 融α ノhωr詑 ∠Briq.

ウ リ科82.Cucurbitaceae

&んZ2Qρ ¢ρoπ わπyoπZα ⑳Zご μ8Maxim.

αyηos`εmmαPε η,6αP1院y伽m,Makino

83.Campanulaceae

・4dleηρρんorα 師 ρ履yZZαvar.ノqρoπ εcαHara

A. .ρere8ん`α畝)ZZαG.Don

Perαcα ゆ αcαmo8αvar.cεrcαeoεdε8Makino

五〇beZfαsεssεZ加Zε αLamb.

84.Compositaeキ ク科

Aη αρんαZZ8mαr9α ε`rαceαvar.α η8μ8診`orNakai

1πμZαsαZZc加 αvar.α8`α``cαKitam.

α 閉 ρe8`ωm6rZ8診eMaxim.

.8αcん α伽eπseKitam.

..8ZmρZεcヴb伽 ητKitam.

SbZ`dhgoひ かgα 一αμrεαvar.Ze`ocα 加 αMiq.

8.9ε8α πεeαvar.ZεZqρ1}γ 磁Fern.

ErZ8eroη αππ㏄μ8Pers.

E.Cα 肋αdeπ8ご8Linn.

・4s`εr8'Zε ん漉Fr.Schm.
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4.ま とめ

以上のように、これまでの調査で幌別台地、岩

尾別台地では合計84科292属431種 が確認された。

帰化、逸出植物は43種で、全体のほぼ一割を占め、

そのなかではキク科が13種 、イネ科が9種 で多

かった。今回の調査では、これまでの知床半島で

の高等植物目録を総括 した鮫島 ・佐藤(1981)の 報

告や、斉藤(1985)の 報告にもなく、初めて生育が

確認された種は41種 にのぼり、ジャコウアオイ、

ノラニンジンなどの帰化、逸出植物が13種 とその

ほぼ3分 の1を 占めていた。

植物名の同定には最低限、低倍率のルーペと植

物図鑑が必要であるが、是非それらを携えて、野

外で植物の名前を調べてみていただきたい。ルー

ペの変わりに実体顕微鏡があればなお都合がよい。

今回の小論では必ず しもすべての植物群について

同定のキーを述べているわけではないが、野外観

察などの一助になれば幸いである。
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